






























は，“Where is here ?” ではなく，「私」が主語となり，“Where am I
（now）?” と言う（p. 22）。「009 注文したコートを受け取りに来ました。」
は，“I came here to pick up the coat I ordered.” と過去形で言うのではな
く，“I’m here to pick up the coat I ordered.” と，「私」の到着を「ここに
いる」と現在形で言う（p. 30）。このように，主語や時制を見るだけでも，
日本語と英語の発想は大きく異なるとわかる。









い。」を，日本人は得てして “He has few friends.” と言うが，英語圏の人
は “He has only a few friends.” あるいは否定形で “He doesn’t have many
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friends.” と言う（p. 68）。評者も，中学・高校の英語の授業で，“There is
a little milk in the glass.”（コップにミルクが少しある）と “There is little
milk in the glass.”（コップにミルクが少ししかない）の違いを習った。だ
が，著者によると，名詞の前に不定冠詞の aが付いているかどうかは，英
語のネイティブ・スピーカーにとっても聞き取りにくいので，“only a few







ので過去進行形だと思い，“She was boring.” とする人が少なからずいる
そうだが，これでは彼女自身が「退屈な人物」になってしまい，とくにビ
ジネスの場面では大変なことになる。現在分詞と過去分詞の違いはきっち
り押さえておきたい。なお，過去進行形を使えば “She was being bored.”
となるが，実際の会話ではあまり言わないのではないか。
第 3章「語法の勘違い」にも文法が大いに関係してくる。たとえば，





























































1項目につき見開き 2頁を説明に使えたが，今回は 1項目 1頁となったた
め，各項目の説明が非常に短い。説明が簡潔だと読みやすくなる反面，初
学者が誤解する箇所もあると思われる。たとえば，「110 旅行はどうだっ
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たの？」で，著者は「travel（旅行する）は動詞で使い，trip（旅行）は名
詞で使うというのが，ネイティブの『常識』」（p. 135）と説明する。しか
し，旅行会社にあたる英語は travel agencyであるし，旅行用目覚まし時
計は travel alarmとなる。この頁の説明だけを読んだ中高生や忙しいビジ
ネスパーソンには，「travel＝動詞」が印象づけられ，別の誤用が発生する
おそれがあるのではないか。著者は，『英語表現100』が好評だったため，
日頃気になっていた項目の残りすべてを本書に盛り込んだのではないかと
推察するが，むしろ 2冊に分けた方がよかったと評者は思う。
1つの言語を完璧に使いこなすことは，ネイティブ・スピーカーであっ
ても難しい。たとえば，日本で生まれ育ち，日本で大学教育を終えた日本
人が，漢字や慣用句の使い方を間違えていることはよくある。また，地方
によって意味合いが違う語句であると知らずに使っていることもある。ま
してや，「読む・聞く・話す・書く」の 4つの作業の中で，「書く」は最も
困難であり，物事を論理立てて叙述するには，アカデミック・ライティン
グの訓練が欠かせない。あるいは，たった 56 行のお知らせであっても，
書き手の教養，性格，好みまでもが如実に現れる。それだけ，「書く」と
いうことは難しい。
外国語を使うとき，人間が自分の母語あるいは第一言語とそれに伴う文
化に影響を受けるのは当然である。日本で30年以上英語を教えてきた著者
が，著述家・翻訳家の里中哲彦に本書を含む複数の著作の和訳と編集を依
頼してきたのは，読みやすさにくわえて，おそらく日本語の細かいニュア
ンスで正確を期すためであろう。
評者の結論としては，本書を手に取る英語学習者が現在どのようなレベ
ルにあっても，間違いを恐れず，だが，間違えたことは忘れず，今日の自
分より明日の自分が進歩していればよいと考える。
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